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午後１時３０分 開会 

【開 会】                                         

○黒澤委員長 委員の出席が定足数に達しておりますので、ただいまより教育民生常任委員会を開

会します。 

  皆様には大変暑い中での毎日のお仕事ご苦労さまであります。この夏は台風の発生が連日報じ

られておりまして大変心配しておりましたが、今のところ鹿角の地方では被害もなく、一安心とい

うところであります。このまま豊作の秋を迎えたいとそのように思っているところでございます。 

さてここで、会議の進行に当たり委員及び職員の皆様にお願いをいたしますが、会議録を作成す

る関係上、発言の際は、委員長の許可を得た上で、お手元にありますマイクスイッチをオンにして、

赤色のランプが点灯してから発言願います。また、発言終了後は、マイクスイッチをオフにしてく

ださいますようご協力をお願いいたします。 

なお、委員長の許可のない発言については、会議記録上、不規則発言として記載されることとな

りますので、徹底してくださるようお願いいたします。 

【所管事項の報告について】                                 

○黒澤委員長 それでは会議次第に従って進めてまいります。 

初めに所管事項の報告を受けます。順次報告を受けた後、所管ごとに区切って質疑を受けてまい

ります。 

それでは順次報告願います。佐藤部長。 

○佐藤市民部長 所管事項の報告に入ります前に、本日、市民課の武藤主幹、あんしん長寿課の奈良

課長、教育委員会の駒ヶ嶺学事指導管理監、阿部指導主事が所用のため欠席しておりますので、ご

了承願います。 

それでは、市民部関係の所管事項について報告いたします。 

初めに、1 の特定健診受診者フォローアップ事業の健康年齢通知の記載内容等の誤りについて、

市民部資料を基に報告いたします。 

事案の概要は、国民健康保険事業の特定健診受診者フォローアップ事業において、令和 5年度特

定健診受診者に対し送付する健康年齢通知の記載内容及び対象者の誤りであります。 

通知の誤りの内容は、健康年齢通知は、令和 5年度の特定健診受診者に対し、健診受診歴に応じ

て、過去 3 年分の健診結果を基に健康年齢通知を作成し送付するものですが、5 年度、4 年度及び

3 年度分のデータを提供すべきところ、誤って 4 年度、3 年度及び元年度のデータを提供したこと

により、5年度及び 4年度の特定健診受診者に、昨年度と同じ内容の通知が送付されました。     
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また、5年度の健診データが反映されていないため、5年度のみの受診者には通知が送付されず、

4年度、3年度、元年度のいずれかに受診していた方に通知が送付されました。 

事故の原因は、健康年齢通知の作成に必要な健診データは、本来、秋田県国民健康保険団体連合

会に依頼し、取得するべきところ、事務手順やシステム操作の理解不足から、システム内にあった

最新の日付のデータをデータ内の受診年月日の確認を怠って委託事業者へ提供してしまい、委託

事業者も内容の確認を行わなかったことから、4 年度、3 年度及び元年度の健診結果データを用い

て、通知書が作成されたことによるものです。通知書発送前においても、住所・氏名のほか、記載

されている健診内容が正しい情報になっているのかの確認は行いましたが、正しいデータを提供

したものとの思い込みから、対象年度のデータを反映したものかまでは確認をしておりませんで

した。 

通知対象者等への対応については、誤った通知を送付した①の方へは、令和 5年度の健診結果を

反映した健康年齢通知とお詫び状、②の方へはお詫び状を、③の令和 5年度のみの受診者には健康

年齢通知を新規に作成し、それぞれ送付しております。 

また、これに要する経費については、仕様書の理解が不十分であったことや提供を受けたデータ

の確認を怠ったとして、全額委託事業者が負担することで解決しておりますが、結果として事なき

を得たとはいえ、大きな事故につながる事案であったことを踏まえ、再発防止に努めてまいります。 

具体的な再発防止策としては、今回の誤りが、市と事業者間で仕様書の内容に関する打ち合わ

せが不十分であったことと双方の事務処理の過程で確認作業が適切に行われていなかったことに

より発生したものであることから、今後は、委託事業者との綿密な打ち合わせを行うとともに、

作業工程の各段階での確認を徹底してまいります。 

次に、2の国民健康保険税の令和 6年度当初賦課状況についてでありますが、納税義務者数が

3,766 人で、前年より 210 人の減、被保険者数が 5,196 人で、前年より 433 人の減、調定額は 3

億 9,142 万 2,000 円で、前年より 1,720 万 8,000 円の減となっております。要因は、被保険者数

の減少によるものであります。なお、当初賦課納税通知書は 7月 10 日に発送しております。 

以上で市民部関係の報告を終わります。 

〇黒澤委員長 阿部部長。 

〇阿部健康福祉部長 健康福祉部からは 2点ご報告いたします。 

初めに、1の児童手当制度の改正についてでありますが、別ファイルの 5ページをお願いいた

します。健康福祉部資料というものです。 
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本年 6月 12 日に公布されました子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律のうち、児童

手当に関する改正規定が来る 10 月 1 日に施行されることから、令和 6年 10 月分から児童手当制

度の内容が改正となりますので、ご報告いたします。 

主な改正内容は 5点であります。 

1 つ目の支給対象年齢を高校生年代まで延長ですが、表の支給額の項の末尾に高校生年代

10,000 円を追加しているとおり、児童手当の支給対象となる年齢が 15 歳到達の最初の年度末か

ら 18 歳到達の最初の年度末までに引き上げられます。生年月日で申し上げますと、今年度は平

成 18 年 4 月 2日以降に出生した方が支給対象となります。 

2 つ目は第 3子以降の支給額の増額です。支給額の右欄に示しているとおり、第 3子以降の手

当額が月額 15,000 円から月額 30,000 円に増額となります。 

3 つ目の所得制限の撤廃ですが、現在設けられている所得制限が撤廃され、一律に支給対象と

なります。 

4 つ目の多子加算の算定対象の拡大は、第 3子以降としてカウントする範囲が、これまでの高

校生年代から大学生年代、19 歳から 22 歳までですが、大学生年代までに拡大されます。ただし

大学生年代については、児童手当の受給者が生活費や学費などを経済的に負担し、養育している

場合には人数に含み、自立して生活している場合には含めない取扱いとなります。 

5 つ目は支給回数の変更です。これまでは 4月分ごとに年 3回支給しておりましたが、10 月以

降は 2か月分を偶数月に年 6回支給することとなります。 

以上の制度改正に伴い、新たに対象となり手続が必要な世帯及び現在の受給世帯のうち、支給

対象児童に大学生年代の兄弟を含み、第 3子加算に該当する可能性のある世帯には、既に手続に

必要な書類を郵送しており、随時書類を受付しております。 

また、制度改正後の最初の児童手当の支給は、12 月 10 日を予定しています。 

委員会資料にお戻りいただきたいと思います。  

2 の令和 6年度敬老祝金支給及び健康長寿表彰についてであります。 

今年度の対象者数と対象要件についてご報告いたします。 

いずれも、9月 15 日を基準日とし、1年以上市内に居住している方を対象に実施いたします。 

敬老祝金につきましては、9月 15 日現在で満 88 歳となる 293 人の方に対し、祝い金 1万円を

指定口座への振り込みにより支給いたします。 

次のページをお願いします。 
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健康長寿表彰につきましては、4月 1日現在で満 90 歳を迎えられた方で、介護認定を受けてお

らず、介護保険料の滞納がない方、69 人の方へ表彰状を贈呈いたします。なお、人数につきまし

ては、今後異動等により変動があり得ますので、ご了承いただければと思います。 

健康福祉部からは以上であります。 

〇黒澤委員長 黒澤部長。 

〇黒澤教育部長 兼 国民スポーツ大会事務局長 続いて、教育委員会関係の所管事項の報告をいた

します。 

1 の各種スポーツ大会についてでありますが、(1)の浅利純子杯争奪第 18 回鹿角駅伝につきま

しては、7月 27 日に、中学生男女、小学生男女の全 4部門構成で行われ、北東北から参加の 56

チームにより熱戦が展開されました。昨年に引き続き、花輪スキー場ローラースキーコース特設

コースにおいて開催され、アップダウンの厳しいコースでしたが、当日は雨天で気温が比較的低

く推移し、選手には走りやすい環境となったことから好記録に恵まれた大会となりました。資料

には、各部門の優勝チーム、その部門に出場した地元チームの最上位チームの順位を記載してお

りますが、小学校女子の部で花輪小学校Ａチームが準優勝を飾りました。 

(2)の第 77 回十和田八幡平駅伝競走全国大会につきましては、8月 7日に、男子の部 13 チー

ム、女子の部 3チームの参加により開催されました。 

男子の部は、本市出身の髙橋健一氏が監督として率いる東日本実業団陸上競技連盟が 2年ぶり

の優勝を飾り、同じく本市出身の松宮祐行氏が監督として率いる北陸実業団連盟が 5位入賞を果

たしております。 

女子の部は 2年ぶりの開催となりました。全日本大学女子駅伝で好成績を挙げている東北福祉

大学から 3チームが出場し、各区間で順位がめまぐるしく入れ替わるデッドヒートが繰り広げら

れ、最終的に東北福祉大学Ｂが優勝いたしました。 

次のページをお願いします。 

(3)の第 35 回全国ローラースキー選手権大会につきましては、8月 10 日から 11 日にかけて、

花輪スキー場ローラースキーコースを会場に開催されました。国際スキー連盟の公認大会として

開催されており、昨年よりも 4人多い、288 人の選手が参加いたしました。また、大会前日の 8

月 9日には、選手の技術の向上や、選手層の底辺拡大を目的に、国際経験豊かなトップ選手を講

師とした、ジュニアクリニックを開催し、13 人から参加をいただいております。 

以上で所管事項の報告を終わります。 

〇黒澤委員長 所管事項の報告が終わりましたので、これより質疑を受けます。 
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  初めに、市民部の報告事項について質疑・ご意見等がございましたら発言願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇黒澤委員長 ないようですので、次に健康福祉部の報告事項について質疑・ご意見等がございま 

したら発言願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇黒澤委員長 ないようですので、次に教育委員会の報告事項について質疑・ご意見等がございま

したら発言願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇黒澤委員長 ないようですので、所管事項の報告についてはこれで終わります。 

【案件】 付託事件の審査                                  

〇黒澤委員長 次に案件に入り、付託事件の審査を行います。 

  当常任委員会の閉会中の審査事件となっております「教育行政及び民生施策の推進について」

を議題といたします。委員の皆様から質疑・ご意見等がございましたら、発言願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇黒澤委員長 ないようですので、付託事件の審査については今後においても継続審査すべきこと

とし、本日の閉会中審査事件の審査は終了いたします。 

【案 件】 (2)その他                                   

〇黒澤委員長 次に案件(2)その他に入ります。 

  初めに当局より説明願います。成田課長。 

〇成田市民課長 ①の9月定例会提出予定議案について説明します。 

市民課関係で2件予定しております。 

1点目の鹿角市国民健康保険条例の一部改正及び2点目の秋田県後期高齢者医療広域連合規約の

一部変更につきましては、いずれもマイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴う行政手続に

おける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の施行に

より令和6年12月2日から現行の被保険者証が廃止されるため、所要の改正を行うものであります。 

説明は以上です。 

〇黒澤委員長 佐藤課長。 

〇佐藤生活環境課長 引き続き、9月補正予算案の主な項目につきまして説明をいたします。 

  資料の5ページをお願いいたします。 

初めに市民部の生活環境課関係でありますが、①2款2項2目生活安全対策費の地域公共交通維持
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確保対策事業345万円は、八幡平地区で運行しております路線バス2路線について運行主体である

秋北バスより営業運行を継続していくことが困難であるとの申出を受けたことから、八幡平地区

における公共交通再編に向けた調査事業等を実施するため、鹿角市地域公共交通活性化協議会へ

の負担金を増額するものです。 

②の4款2項2目塵芥処理費の廃棄物適正処理推進費140万円は、秋田県が策定したごみ処理広域

化集約化計画に基づき、鹿角広域行政組合を構成する本市及び小坂町に大館市を加えた2市1町に

よるごみ処理広域化の可能性を検討するため、担当者会議の事務局である大館市が実施するごみ

処理広域化調査業務に対する負担金を追加するものです。 

生活環境課関係は以上です。 

〇黒澤委員長 成田課長。 

〇成田税務課長 次に、税務課関係の補正予算です。 

歳入、①個人市民税の現年課税分1億507万4,000円の減額は、定額減税適用分の税額について減

額するものです。 

また、②固定資産税の現年課税分424万7,000円は、相続登記未了の固定資産税納税義務者の見直

し作業に伴い、新たに設定した共有名義の納税義務者へ課税となる、その見込額について補正する

ものとなります。 

  次のページをお願いします。 

歳出、①税務総務費の市税還付金769万3,000円は、歳入と同様に固定資産税納税義務者の見直し

作業に伴い、還付等を行うため、その見込額について補正するものです。なお、補正額のうち424

万7,000円については歳入に補正したとおり、新たに設定した納税義務者の課税分に充当されるこ

ととなります。 

以上で説明を終わります。 

〇黒澤委員長 井上課長。 

〇井上福祉総務課長 健康福祉部福祉総務課関係ですけれども、一般会計歳出の①生活保護総務費3

款3項1目の生活保護事務費173万4,000円の追加は、生活保護における就労自立給付金や進学準備

給付金の改正に伴うシステム改修委託料を追加するものです。 

  福祉総務課は以上です。 

〇黒澤委員長 工藤課長。 

〇工藤すこやか子育て課長兼こども家庭センター長 続きまして、すこやか子育て課関係の補正予

算についてです。 
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  一般会計歳出の児童措置費3款2項2目の児童手当給付事業4,613万5,000円については、所管事項

報告でもご説明したとおり、子ども・子育て支援法の一部を改正する法律により今年10月分からの

児童手当制度において所得制限の撤廃や高校生年代までの支給期間の延長、さらには第3子以降の

支給額の増額など大幅な制度拡充に伴い児童手当給付金を増額するものです。次の児童扶養手当

給付事業の94万7,000円についても児童手当と同様に、法律の改正によりまして今年11月分の手当

から所得限度額と第3子以降の加算額が引き上げられたため、児童扶養手当給付金を増額するもの

です。 

  次に、認可保育施設整備事業の191万4,000円については、毛馬内保育園において高圧引込み設備

の経年劣化に伴い、高圧ケーブルの更新を行うため改修工事費を増額するものです。 

  健康福祉部関係は以上です。 

〇黒澤委員長 渡部次長。 

〇渡部教育次長 兼 総務学事課長 続きまして、教育委員会関係について説明いたします。 

次のページをお願いします。 

①10款2項1目、学校管理費の小学校運営事務費98万円と、10款3項1目、学校管理費の中学校運営

事務費72万1,000円は、今年度、導入を予定している統合型校務支援システムに対応するため、小

中学校の教職員が使用する校務用パソコン210台をリースにより更新するもので、補正予算は今年

度分として令和7年3月分の事務機器等借上料を計上します。 

次に、②の10款6項4目の体育施設の体育施設管理費144万9,000円ですが、花輪スキー場リフトに

ついて、シーズン終了後の点検に基づいて、安全な運行に向けた整備を実施するため、ベルトやタ

イヤ等リフトに係る部品を購入する必要があることから、消耗品費を増額するものです。 

次に、体育施設整備事業339万4,000円ですが、花輪スキー場アルパスの浄化槽について送風ファ

ン等の機器に不具合が生じていることから修繕を行う必要があるほか、花輪スキー場圧雪車につ

いて、昨年度に故障した後方のアタッチメント部分を修繕する必要があるため修繕料を増額等す

るものです。 

〇黒澤委員長 説明が終わりました。 

皆様から質疑・ご意見等ございましたら発言願います。ございませんか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇黒澤委員長 ないようですので、(2)その他についてはこれで終わります。 

次に、その他についてですが、委員及び当局から何かございましたら発言願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇黒澤委員長 ないようですので、その他についてはこれで終わります。 

【閉 会】                                         

〇黒澤委員長 以上をもちまして、本日予定いたしました協議事項はすべて終了いたしました。 

当局におかれましては、ただ今出されました要望・意見等について十分検討され、それぞれ措置

願いたいと思います。 

それでは、ただ今の時刻をもって教育民生常任委員会を閉会いたします。 

お疲れ様でした。 

 

午後１時５６分 閉会 

 


